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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

親子でアートフェスタ  02
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⃝今月の町長の動き������� 07
⃝わが町のアイドル・戸籍の窓�� 12

徳之島のいろは 第1回「水中遺跡調査隊！」を
開催しました！
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　7月1日（土）子育て支援推進事業
として、伊仙町中央公民館2階にて
「親子でアートフェスタ」を開催しま
した。
　おりがみや手形でお魚を作って、
絵本スイミーの世界をみんなで力を
合わせて作りあげました。親子で参加
した方は、「小さな子どもの手形がお
魚に変身してかわいかった」と楽しむ
様子がありました。
　小学生は、折り紙を夢中でたくさん
折り、サイズが違う魚を作って泳がせ
ていました。図書室職員による絵本
の読み聞かせでスイミーの世界観をより一層深めることができました。
　今後も親子で楽しめる活動に取り組んでまいります。

特 集 1

「足元を見つめシマを
    知るプロジェクト」

親子 アートフェスタ
開催!で

主催 ●子育て支援課 ●特定非営利活動法人親子ネットワークがじゅまるの家



3 広報いせん  令和 5 年 8月号（No.391）

特 集 2
奄美群島日本復帰70周年記念

「足元を見つめシマを
    知るプロジェクト」

聞き取り部門

絵画部門

小学5年生・6年生／中学生／高校生 

小学1年生・2年生・3年生・4年生

自由

「身近な大人から聞く
昔の島の暮らし」

「おじいちゃん、おばあ
ちゃん、昔のことをよく
知っている人にお話を聞
いて絵に描こう」

　日本復帰70周年記念の節目に、子どもたちに足元を見つめてもらう目的で、身近な大人、高
齢の方への聞き取りを夏休みの課題として出しています。お孫さん、近所の子どもたちから「昔
のことを教えて」と頼まれたら、ぜひみなさんの人生、昔の食事、衣服、住居、島の様子、農業、
闘牛、戦争前後の体験など伝えてあげてください。

背景
　徳之島には、豊かで多様な自然環境と、固
有で希少な動植物が構成する生態系、そして
その自然と人との関わりから生まれた伝統や
文化が残されています。島唄やことわざ、祭り
や伝統芸能、人々が作り上げてきた景観など、
その経緯や変遷を若い世代へ伝えていくこと
で、徳之島への愛着、誇りが生まれます。
　将来、徳之島をいつかは離れる小中学生
や高校生に、身近な人たちへの聞き取りをつ
うじて、年長者への敬意、個々の学び、そして
地元への愛着を高めてもらうために、奄美群
島日本復帰70周年である今年の夏休みの期
間をつうじて、聞き取りや絵画へ表現しても
らうことを目的とします。
　小学校低学年・中学年は聞き取った内容
を絵日記へ表現し、小学校高学年、中学生、
高校生は聞き取り内容をまとめてもらい、作
品は12月24日開催予定の「日本復帰70周
年記念事業」会場にて展示する予定です。

対 象

対 象

タイトル

テーマ

テーマ

　伊仙町歴史民俗資料館３Fで数名の高齢者の方々に聞き取りの
チャンスがあります。ご来館には、ほーらい館バスを利用してください。

「いせん寺子屋」8月10日（木）14：00～聞き取り相手が
見つかりにくい生徒は…

夏休み
課題
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町
の
仕
事
を
体
験

「
新
規
就
農
者
励
ま
し
の
会
」
開
催

05
16

06
30

　

町
内
の
中
学
校
で
、
職
場
体
験
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
町
内
の
事
業
所

や
公
共
施
設
で
仕
事
を
体
験
し
、
生
徒
が
働

く
こ
と
の
意
義
や
自
己
の
将
来
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
望
ま
し
い
「
職
業
観
」
や
「
勤

労
観
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
中
学
校
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

犬
田
布
中
学
校
1
名
（
5
月
16
日
～
5
月

18
日
）、
伊
仙
中
学
校
2
名
（
5
月
23
日
～
5

月
25
日
）、
計
3
名
の
生
徒
が
中
央
公
民
館
図

書
室
と
伊
仙
町
役
場
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
で

そ
れ
ぞ
れ
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
図
書
室

で
は
移
動
図
書
館「
は
こ
ぶ
っ
く
」の
巡
回
や
、

保
育
園
・
学
童
で
の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
紹
介

の
ポ
ッ
プ
作
成
を
行
い
、
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光

課
で
は
な
く
さ
み
館
の
清
掃
・
資
料
展
示
室

の
展
示
物
作
成
や
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
補

助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

徳
之
島
3
町
の
新
規
就
農
者
を
応
援
す
る

「
新
規
就
農
者
励
ま
し
の
会
」
が
、
伊
仙
町
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

励
ま
し
の
会
に
は
、
鹿
児
島
県
大
島
支
庁

徳
之
島
事
務
所
所
長
や
同
農
業
普
及
課
、
3

町
行
政
を
は
じ
め
、
指
導
農
業
士
、
徳
之
島

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
、
J
A
あ
ま
み
農
業
協
同

組
合
、
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
南
大
島
支

所
の
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、
3
町

新
規
就
農
者
10
人(

伊
仙
町
3
人
、
徳
之
島
町

2
人
、
天
城
町
5
人)

の
う
ち
、
励
ま
し
の
会

に
は
新
規
就
農
者
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
町
の
伊
仙
町
長
か
ら
は
「
食
糧
自
給

〜

25

率
の
向
上
が
大
き
な
課
題
。
大
き
な
志
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
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喜念小学校運動会

第
73
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

07
03

　

7
月
の
職
員
全
体
朝
礼
の
中
で
、
第
73

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
永

な
が
お
か
り
ょ
う
い
ち

岡
良
一
会
長
か
ら
、
伊
仙
町
保
護

司
会
の
取
り
組
み
な
ど
の
概
要
説
明
が
な
さ

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

窪く
ぼ
た
た
か
し

田
孝
司
さ
ん
、
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
嶺み

ね
し
ん
た
ろ
う

津
太
郎
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
大
久
保
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

伊
仙
町
と
し
て
も
、
保
護
司
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

まちの動き
6月3日（土）喜念小学校にて運動会が行われました。
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令
和
6
年
伊
仙
町
成
人
式
は
、
名
称
を

「
20
歳
（
は
た
ち
）
の
つ
ど
い
」
と
し
て

左
記
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
。

■
日
時

　
令
和
6
年
1
月
2
日
（
火
）

　
●
受
付
12
時
～ 

　
●
式
典
13
時
～

■
対
象
者

　
平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら

　
平
成
16
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

■
場
所

　
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば 

ほ
ー
ら
い
館

　
癒
て
ぃ
な
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
役
場 

社
会
教
育
課

　

T
E
L

：

8
6-

4
6
5
3

　

県
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て

住
民
を
避
難
さ
せ
、
又
は
避
難
住
民
等
の

救
援
を
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
施

設
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
避
難
施
設

の
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
国
の
国

民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
し

て
、
利
用
者
が
現
在
地
付
近
の
避
難
施
設

情
報
を
簡
易
な
操
作
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

支
給
方
法

①
令
和
5
年
8
月
1
日
現
在
伊
仙
町
に
住

所
を
有
す
る
方

②
①
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
、
満
90
歳
以

上
99
歳
以
下
の
方
（
大
正
13
年
4
月
2
日

～
昭
和
9
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
）

　
■
支
給
額

：

1
0,
0
0
0
円

③
①
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
、
満

1
0
0
歳
以
上
の
方
（
大
正
13
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
■
支
給
額

：

5
0,
0
0
0
円

　

停
電
や
災
害
に
よ
り
断
水
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
台
風
通
過
後
、
復
旧
作

業
に
は
い
り
ま
す
が
、
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
は
災
害
に
対
す

る
水
の
備
え
と
し
て
「
一
人
一
日
３
ℓ
の

飲
料
水
を
３
日
分
」
備
蓄
す
る
こ
と
を
勧

め
て
い
ま
す
。
な
お
生
活
用
水
を
浴
槽
に

　

毎
月
、
検
針
員
が
水
道
メ
ー
タ
の
検
針

に
伺
っ
て
い
ま
す
。
検
針
員
が
安
全
・
正

確
・
迅
速
に
検
針
が
で
き
ま
す
よ
う
左
記

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物
を
置

か
な
い

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
は
常
に
き
れ

い
に
し
て
お
く

●
犬
を
出
入
口
や
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
近

く
に
つ
な
い
だ
り
、
放
し
飼
い
に
し
な
い

　

敷
地
内
で
発
生
し
た
漏
水
に
係
る
水
道

料
金
は
原
則
、
使
用
者
負
担
で
す
。
漏
水

か
な
？
と
思
っ
た
ら
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
所
へ
依
頼
し
、
早
め
の
修
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
修
理
に
伴
う
費
用
は
依
頼
者
の
負
担
で
す
。

※
通
常
発
見
が
困
難
な
場
所
に
限
り
漏

水
減
免
可
（
最
長
3
ヶ
月
分
）
。
た
だ

し
、
漏
水
修
理
証
明
書
（
修
理
業
者
の

領
収
書
等
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
自
分
で
漏
水
修
理
し
た
と
の
こ
と
で
減

免
の
申
告
が
あ
り
ま
す
が
、
町
指
定
業

者
へ
依
頼
し
た
修
理
の
み
が
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
水
道
課
で
漏
水
修
理

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
道
管
の
新
規
引
き
込
み
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
数
あ
り
ま
す

が
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
漏
水
修
理

同
様
、
町
指
定
業
者
へ
依
頼
し
施
工
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
込
に
て
敬
老
祝
い
金
の
支
給
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
お

知
ら
せ
と
振
り
込
み
に
係
る
同
意
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
同
意
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信

用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
役
場 

地
域
福
祉
課

　
老
人
福
祉
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
40
）

⃝

社
会
教
育
課

⃝

総
務
課

⃝

地
域
福
祉
課

⃝

水
道
課

●
令
和
６
年
伊
仙
町
成
人
式
の

　
開
催
に
つ
い
て

●
国
民
保
護
法
で
指
定
す
る

　
避
難
施
設
に
つ
い
て

●
敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て

●
台
風
な
ど
の
災
害
に
備
え
て
…

●
水
道
メ
ー
タ
検
針
に
つ
い
て
の

　
お
願
い

●
宅
内
漏
水
お
よ
び
水
道
管
の

　
新
規
引
き
込
み
に
つ
い
て

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。

鹿児島県
ホームページ

貯
め
て
お
く
の
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、
台
風

接
近
前
に
は
各
家
庭
に
て
水
を
確
保
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

業者名 住所 電話番号 業者名 住所 電話番号
樺山工業㈱ 伊仙町伊仙2968 86-3328 ㈲前田水道工事店 徳之島町亀津7553 82-0308

㈱タイエイ設備工業 伊仙町伊仙193-2 86-4934 久志設備㈱ 徳之島町亀津7761 82-2124

㈲三宝建設 伊仙町伊仙2006 86-2696 ㈱安田設備 徳之島町亀徳1639 83-0479

㈲光洋建設 伊仙町糸木名462 86-9846 永吉設備 徳之島町亀津7503 82-2022

㈲岬建設 伊仙町犬田布1289 86-9341 明成工業 徳之島町亀津3162-1 83-2728

㈱南宝建設 伊仙町目手久1741 86-4378 ㈱須川木工 天城町天城456-13 85-2108

中央開発㈱ 徳之島町亀津7257 83-2544 天城住宅設備 天城町兼久1487-4 85-2543

作山設備 徳之島町亀津1082-3 83-0084 共栄開発工業㈱ 奄美市名瀬鳩浜町84-2 0997-53-0235

東設備公舎 徳之島町亀津3103-2 83-3194

●伊仙町指定給水装置工事事業所一覧



町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

6/17（土） 呉市海事歴史科学館大和ミュージアム訪問 広島県
第69回県連定期大会・鹿児島二区支部懇談会 鹿児島市

18（日） 第93回関東伊仙町会総会
東京都

19（月） ㈱阪急交通社、NTT東日本、教育開発出版㈱ 企業訪問

20（火）
令和5年度 第1回伊仙町地域公共交通会議 

伊仙町令和5年度 第1回徳之島地域公共交通活性化協議会 
㈱奄美ブルースカイ農園、鹿児島保護観察所 来庁 

21（水） 日本エアコミューター㈱ 第40期定時株主総会 霧島市

22（木） 三菱重工パワーインダストリー㈱社長 来庁
伊仙町農業支援センター研修生面接

23（金） 令和5年度 徳之島さとうきび生産対策本部各種総会 
トライアスロンカーボパーティー 天城町

24（土）
パラトライアスリート交流会 徳之島町
奄美海上保安部 巡視船あまぎ船内見学 天城町
伊仙町地域女性団体連絡協議会総会  伊仙町

25（日） 第36回 2023トライアスロンIN徳之島大会
天城町

トライアスロンどんちゃんパーティー  

26（月） 徳之島愛ランド広域連合打合せ

伊仙町
伊仙町土地改良区 令和5年度 第1回理事会 

27（火） 阿三カシナトウ団地安全祈願祭 
28（水） 鹿児島県徳之島事務所 来庁

29（木）
令和5年度 第2回徳之島愛ランド広域連合議会 天城町
令和5年度奄美群島日本復帰70周年記念
第64回伊仙町町民体育祭第1回準備委員会

伊仙町30（金）
農業支援センター研修生退所式 
徳之島ビジョン㈱ 第13回定時株主総会（オンライン参加）
新規就農者励ましの会

7/1（土） 奄美群島日本復帰70周年記念第35回ふるさとを興す
大島地区地域女性連学習大会

2（日） 徳之島町役場新庁舎落成記念式典及び祝賀会
徳之島町

関西・徳之島直行便要望書伝達

3（月）
㈱RCG 来庁

伊仙町

職員全体朝礼
大島支庁長との意見交換会

4（火）
岡山県真庭市議会会派みんなの会 行政視察
奄美群島日本復帰70周年記念第64回大島地区大会・
第50回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会合同結団式

6（木） 令和5年度 奄美群島農業農村整備事業推進協議会　
沖縄県との交流 沖縄県

8（土） 公益社団法人奄美大島青年会議所2023年度夏季臨時総会
徳之島町

あまみ農業協同組合 組合長就任祝い

11（火） 鹿児島県浄化槽推進市町村協議会 令和5年度 通常総会
鹿児島市

鹿児島県港湾協会 第42回通常総会及び懇談会
12（水） いせん寺子屋 奄美群島復帰70周年記念講演  

伊仙町
13（木） 鹿児島県議会文教観光委員会行政視察
14（金） 令和5年度徳之島空港利用促進協議会総会 天城町

伊仙町
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母子保健推進員へ委嘱状を交付しました

　誕生日やイベントなどの記念写真、
面白風景やハプニング写真、お気に入りの

写真などジャンルは問いません。

　右記、二次元コードを読み取
り、必要事項をご記入のうえ、
写真データを添付してご応募く
ださい。

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。

タイトル
『30年前の水中調査隊！』

投稿者：歴史民俗資料館

　6月28日、伊仙町母子保健推進員委嘱状交付式を実施
しました。
　母子保健推進員は、安心して妊娠・出産・育児ができ
るよう、行政とのパイプ役として、また身近な相談員とし
ての役割を担うボランティアで、地域における母子健康
の推進向上のために活動しています。
▪任期：令和5年4月1日～令和6年3月31日
▪主な活動内容：乳幼児健診のお手伝い・地域での母子
相談役・行政へのつなぎ役・研修会(年1～2回)

表紙の竹船の
30年前の姿と当時の

子どもたちの様子です。
ぜひ見比べてみて

ください。
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人手不足でお困りの

町内事業者のみなさまへ
　とくのしま伊仙まちづくり協同組合では、総務省の『特定地域づくり事業』を活用し、『地域の人手不足解消』と『安定的な雇
用環境の創出』を目的に労働者派遣事業を行なっており、「介護」・「児童福祉」・「農業」分野で６つの事業者が加入し、移住
者の方など、さまざまな町内在住の派遣職員が活躍しています。
　現在、当組合では新たな事業者（法人・個人を問わず、自己の名において「事業を行っている者」をいいます。※）を募集しています。
　簡易的な作業からスキルを要する業種まで、難易度問わず募集が可能ですので、お気軽に下記までご相談ください。
※派遣には組合への加入が必要となります。加入できない事業者は原則ありませんが、『建築・港湾・警備・医療分野』への派遣が
　法律で禁止されています。

とくのしま伊仙まちづくり協同組合の役割 人手不足の時期に応じた働き手の派遣が可能

とくのしま伊仙まちづくり協同組合 TEL:0997-86-3377
担当：事務局長 大保伊仙町古里185番地2お問い合わせ

みなさまへのお願い・情報共有

卵塊
（卵）

● 環境省徳之島管理官事務所  TEL0997-85-２９１９
● 伊仙町役場きゅらまち観光課 TEL０９９７-８６-3111

シロアゴガエル（特定外来生物）
●東南アジア原産  
●体長5～7cm、茶褐色（白色・黒色もいる）
●4月～10月に繁殖・繁殖力が強く、比較的乾燥にも強い

特定外来生物「シロアゴガエル」
おいても 確認されました！に喜念 目手久伊仙町

鳴き声はこちら
●タライなどに溜めた水の中でも
繁殖し、何度も産卵を繰り返
す。（ひとつの卵塊に200～400個
程度の卵が入っている）

●沈砂池やタライなどの止水環境
に集まり、「ギィッ」「グェッ」と
いう声で鳴きます。
●島の生態系に甚大な影響を及
ぼします。

●法律により、生きたままの運搬や飼育が禁止されているため、カエルの成体や卵を見つけた場合はその場から持ち運ばず、環境省または
役場へご連絡ください。

●雨水をためている小さなタライなど、不要なため水は廃棄し、水がたまらないようにお願いします。
●トラックや資材などにカエルが付着し、分布拡大の恐れがあるため、カエルが付着している場合は、移動前に追い払ってください。
●生息が確認されている場所では、夜間駆除作業を実施しています。

お問い合わせ

鼻の先から目の後ろまで
黒いラインが入る

・クリーム色の泡状
・拳くらいの大きさ

上唇に白いライン

手足に縦縞が入る

背中の縦縞は、
ある個体と無い
個体がいる

成体

緊急

4月

農業 農業児童福祉事業 小売業

農業 農業宿泊業 障がい者福祉事業

農業 農業サービス業（事務など）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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台風や自然災害に
備えましょう
 初夏から秋にかけては大雨などの自然災
害が発生しやすい季節です。近年激甚化し
ている災害に備え、最新情報に注意し、自
分や家族、また周りの人を守る行動を行え
るよう、あらかじめ備えましょう。

■出典：首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/content/000064513.pdf）

普段から

接近前に

接近後

・家の備えは十分に
・非常用品の備蓄
・避難場所までの道順を確認

・最新情報の確認
・家の周りの再点検
・窓や雨戸の補強等の対策
・停電や断水などに備える

・屋外での作業や外出は控える
・農地や海岸の見回りなどは
  絶対にやめてください
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一歳になった
よ★

元気に育って
ね！

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

●薬草サウナ11:00 ～18:00
　（要予約 /１回1,000 円）

薬草サウナご利用の方は、

美顔器・パック・ドリンク
を

サービスいたします。

蘭
ら ん か

華

T E L 090-3329-8896住   所 伊仙町阿三 811-1

営業時間 18:00 ～ 24:00

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

秋
あ き ひ ろ

廣 聡
そ う す け

佑くん（1歳2ヵ月）

長寿・子宝日本一の
町！


